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常
物
資
の
供
給

基
地
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。

　

上
田
卸
団
地

の
特
徴
は
、
市

場
法
に
基
づ
く

生
鮮
青
果
を
扱

う
「
地
方
卸
売

市
場
」各
社
と

問
屋
業
の
各
社

が
、
混
在
し
て

一
つ
の
卸
団
地

を
形
成
し
て
い

る
こ
と
で
あ

り
、
現
在
の
消

費
社
会
の
構
造

に
適
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
組
合

の
運
営
面
で
は
、
中
小
企

業
が
一
社
で
は
実
施
す
る

こ
と
が
難
し
い「
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」「
従
業
員
の

親
睦
事
業
」な
ど
の
福
利
厚

生
事
業
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
集
団
化
の
メ
リ
ッ
ト

の
追
求
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
の
中
小
卸
売
業
者

は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
時

代
で
す
が
、「
組
合
員
の
た

め
の
組
合
」を
運
営
の
基
本

理
念
と
し
て
地
域
に
貢
献
で

き
る
新
た
な
卸
団
地
を
目
指

し
て
い
き
た
い
』と
あ
い
さ

つ
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
は
、
経
済
産
業

省
関
東
経
済
産
業
局
の
大
熊

次
長
様
始
め
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
の
渡
部
理
事

様
、
上
小
地
方
事
務
所
の
笹

沢
所
長
様
、
上
田
市
の
井
上

副
市
長
様
、
全
国
卸
商
業
協

同
組
合
連
合
会
夏
目
副
会
長

様
、
同
、
神
戸
副
会
長
様
、

上
田
商
工
会
議
所
の
森
副
会

頭
様
の
ほ
か
、
関
係
諸
団

体
、
金
融
機
関
、
地
元
の
代

表
、
組
合
員
等
総
勢
90
名
の

方
々
が
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

式
典
の
席
上
、
次
の
方
々

が
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

　
　
　

小
山
啓
前
理
事
長

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　

理
事
長
表
彰

　
　
　

石
森
周
一
前
理
事

　
　
　

北
沢
邦
雄
前
理
事

全
国
卸
商
業
団
地
協
同

　

組
合
連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　

中
村
剛
前
理
事

　
　
　

宮
下
信
義
理
事

上
田
卸
商
業
協
同
組
合

   

理
事
長
表
彰（
永
年
勤
続
）

         

牛
澤
武
晴 

他
25
名

　

丸
山
理
事
長
は
式
辞
で
、

『
当
組
合
は
、
昭
和
39
年
に

組
合
創
立
50
周
年
記
念

      　
　
　

式
典
を
盛
大
に
挙
行

　

当
組
合
の
創
立
50
周
年
の
記
念
式
典
が
、
錦
秋
の
晴
天
の
下
、

10
月
17
日
、
市
内「
さ
さ
や
」２
階
の
会
場
に
於
い
て
、
ご
来
賓

は
じ
め
組
合
員
、
近
隣
関
係
者
な
ど
、
90
余
名
を
お
招
き
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
始
ま
り
、
丸
山
理
事
長
の
式
辞
、
功
労

者
表
彰
、
ご
来
賓
の
祝
辞
な
ど
が
行
わ
れ
、
続
い
て
益
子
輝
之

氏
の「
上
田
の
え
び
す
講
」の
演
題
で
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
４
階
ホ
ー
ル
に
移
し
、
祝
賀
会
が
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上田卸商業協同組合　創立50周年記念　出席組合員

長
野
県
内
で
一
番
早
く
設
立

し
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、

現
在
組
合
員
は
32
社
、
賛
助

会
員
22
社
の
計
54
社
の
卸
売

業
者
の
集
合
体
で
あ
り
、
東

信
地
域
の
市
民
生
活
へ
の
日

会
館
の
愛
称
は

上
田
あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル

　

祝
賀
会
の
席
上
で
、
桑
原

実
行
委
員
長
か
ら
各
種
の
記

念
事
業
の
発
表
が
な
さ
れ
、

卸
会
館
の
愛
称
を「
上
田
あ

き
ん
ど
ホ
ー
ル
」と
決
定
し

た
と
発
表
。（
詳
細
は
2
ペ
ー
ジ
）

　

そ
の
後
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
か
ら
当
組
合
に
対
し
、

感
謝
状
並
び
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

商
工
中
金
の
山
中
支
店
長

の
乾
杯
で
幕
を
開
け
た
祝
宴

は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
盛
り
上
り
ま
し
た
。
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『
先
人
た
ち
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
歴
史
を
振
り
返
り
、
未

来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

よ
う
！
』の
主
旨
の
も
と
記
念

事
業
を
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

卸
会
館
の
愛
称
募
集

　

今
春
よ
り
６
月
末
ま
で
、

上
田
商
工
会
議
所
、
長
野
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

ご
協
力
で
定
期
広
報
紙
、
複

数
の
地
域
紙
に
よ
る
広
報
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
募
し
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
、全
国
よ
り
１
０
９
点

の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
、
問
屋
町
会
で
も

ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
わ
か

り
や
す
く
、
親
し
み
が
あ

り
、
商
都
と
し
て
栄
え
た

歴
史
な
ど
を
踏
ま
え『
上
田

あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
』に
決
定

し
、
祝
賀
会
の
席
上
に
お
い

て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　

応
募
者
は
、
東
京
都
在

住
の
田
辺
梓あ
ず
さ

さ
ん（
31
歳
女

性
）で
、
今
後
の
ホ
ー
ル
が
、

よ
り
一
層
の
利
用
が
拡
大
す

る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
と

の
コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

卸
団
地
ま
つ
り

　

10
月
５
日
は
、
台
風
18
号

接
近
に
伴
う
、
最
悪
の
天
候

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
方
々
、
市
民

の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
込
め

「
卸
団
地
ら
し
い
」イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
、
手
配
り
チ
ラ

シ
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ

カ
ー
生
出
演
、週
刊
う
え
だ
、

信
州
民
報
、
東
信
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
広
報
を
行
い
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
台
風
に
は
勝
て
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

予
想
は
下
回
り
ま
し
た

が
、
約
３
０
０
０
名
の
お

客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。

各
種
の
イ
ベ
ン
ト

　

上
田
市
消
防
音
楽
隊
の
演

奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

　

長
野
県
連
合
青
果
の
リ
ン

ゴ
や
ナ
シ
な
ど
の
模
擬
セ
リ
。

　

上
田
魚
商
組
合
と
丸
水

長
野
県
水
の「
ま
ぐ
ろ
解
体

シ
ョ
ー
」と
即
売
。

　

一
流
コ
ッ
ク
に
よ
る
氷
彫

刻
の
実
演
。

　

上
小
木
青
連
の
親
子
手
作

り
木
工
教
室
。

　

消
防
ハ
シ
ゴ
車
の
展
示
。

　

先
着
１
０
０
０
名
の
方
へ

「
キ
ノ
コ
汁
」の
ふ
る
ま
い
。

　

原
町
商
店
街
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
真
田
幸
丸
君
の
出
動
。

　

ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
咲
愛
コ

ン
サ
ー
ト
。

　

殺
陣
サ
ー
ク
ル「
眞
」の
演

武
。

　

マ
ル
イ
チ
産
商
社
屋
で
は

組
合
員
を
含
め
、
約
40
社
の

販
売
・
展
示
ブ
ー
ス
が
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
の
た
め
、
地
元
の
消
防

第
八
分
団
の「
は
し
ご
乗
り
」

が
中
止
に
な
っ
た
の
は
残
念

で
し
た
。

　

特
設
会
場
の
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
不
備
も
あ
り
ま
し
た

が
、
来
場
の
お
客
様
に
は
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。

　

実
行
委
員
の
皆
様
に
は
、

濡
れ
な
が
ら
の
後
片
付
け
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

記
念
誌
の
発
行

　

創
立
30
周
年
か
ら
直
近
の

20
年
間
に
焦
点
を
あ
て
、
丸

山
理
事
長
を
中
心
に
事
業
報

告
、資
料
を
整
理
し
て
頂
き
、

元
役
員
、
現
理
事
の
回
想
録

な
ど
の
原
稿
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

誌
上
座
談
会
と
し
て
50
才

以
下
の
若
手
経
営
者
の
皆
さ

ん
に『
こ
れ
か
ら
の
卸
団
地

を
ど
う
す
る
か
？
目
指
す
べ

き
姿
は
？
』と
題
し
て
夢
を

熱
く
論
じ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

若
い
方
の
発
想
で
、
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
熟
読

し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

記
念
式
典
、
祝
賀
会
に
つ

き
ま
し
て
は
一
面
を
ご
覧
下

さ
い
。

　

結
び
に
50
周
年
記
念
事
業

を
通
じ
て
、
上
田
卸
団
地
の

“
底
力
”を
強
烈
に
感
じ
ま
し

た
。

　

ご
協
力
頂
い
た
全
て
の
皆

様
に
深
謝
し
、
更
な
る
組
合
運

営
に
対
し
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
報
告
と
致
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

果物の模擬せり まぐろ解体ショー

販売風景

消防音楽隊のオープニング演奏

ゆるキャラ真田幸丸君

商工中会からの感謝状と記念品

創
立
50
周
年
記
念 

　
　

事
業
の
ご
報
告

実
行
委
員
長
　
桑
原
　
茂
実
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　土地の買収交渉の中で、坪当たり3,000
円が、4,000円との提示に対して、

　K理事「足元を見るような価格交渉なら
いっそ候補地の検討を白紙にしても…

　М理事「今坪4,000円は安いものだ。畳の表替えでも一畳
2,000円はする。一坪は畳の二畳分なので、4,000円なら畳
並みなので安い買い物でしょう。
　結果理事会では、M理事の意見に賛同者多く、買収が決
まりました。

　金融事業からの撤退は、平成６年ころ
から、金融機関の破綻や住専などの不良
債権問題が多発したため、「金融のプロ
である銀行が審査して貸付しても、不良

債権が発生する時代である」ので、金融事業は、いくら慎
重に審査しても、仲間内なので、その審査には自ずと限界
がある。
　プロはプロにという考えで、金融事業からの撤退を検討
し始めた。
　平成10年になり、県中小企業総合指導所の診断報告に、

「金融事業の見直し」が勧告されました。
　以来約10年の猶予期間、商工中金や銀行などとの直接取
引の斡旋などをし、組合員に支障の無いよう慎重に進めま
した。
　現在、他の団地組合では、組合員の破綻の際に、組合が
その債務の保証や処理に苦慮している状況を見ると、当時
の理事長、金融委員長の先見の明に感服いたします。

　土地の買い替え圧縮
　卸団地へ進出するために、今まで市内
に所有していた土地や建物を売却して資
金を準備する場合、昔からの土地は評価

が低く、売却すると莫大な売却益が発生し、多額の税金が
発生する。
　団地への移転については、国の応援の下で行う「店舗等
集団化事業」であるので、土地売却益に対する課税を猶予
する特例（圧縮記帳）を認めて欲しいと中小企業振興事業団

（現基盤整備機構）や国税庁などへ陳情いたしました。
　結果、高度化資金の特殊性に鑑み、この圧縮記帳の恩恵
を受けられました。

　第２次拡張の計画の途中に、約8,000㎡
の土地を買収することになりました。
現在は、都市計画道路への一部、アート
梱包運輸秋和営業所、㈱新村の本社敷地

となっております。
　この土地は、高度化資金の対象外であり、組合が独自に
商工中金の資金により取得しました。
　目的は、都市計画道路の早期開通、中間駅の設置、共同
施設の拡充などの代替地か直接の使途の計画でしたが、後
年、売却により、組合の資産形成に非常に役立ちました。

あの時の
はなしⅢ

あの時の
はなしⅠ

あの時の
はなしⅡ

あの時の
はなしⅣ

創立50周年記念事業を終えて
理事長　丸山　正一

　夏ごろから眠りが浅く、不眠が続いており、しば
しば記念事業の事などを夢に見る夜がありました。
10月17日朝は、いよいよ当日を迎え、緊張の内に
目覚めました。
　２年前の平成24年５月の、通常総会での事業
計画の審議で、創立50周年に向けて、特別委員
会をスタートして、記念事業内容の準備、検討を
始めました。
　委員長は桑原副理事長に
お願いし、できるだけ若い年
代の方々に、企画段階から参
画していただきたいと考えまし
た。
　以来約２年間にわたり、いつも50周年の事業のこと、
特に記念誌の編集について考えておりました。
　過去の記録のまとめだけでなく、半世紀の経過の上に
今後の進む道をどう表すかを考えました。
　大別して、目次・式辞等の導入部分から、50年の記録
の編集、組合設立時にはまだ誕生前の若い社長さんに、
明日の卸団地を語ってもらうという、構想が固まったのは、
今年の６月でした。
　50年という期間は、過ぎてみれば短く感じますが、半世
紀という期間は、非常に大きな流通構造の変化がありまし
た。発足当時、中心的な方々はほとんどが亡くなられており、
直接お話をお聞きすることは難しい状況でした。

　記念事業の内容は、２ページの桑原実行
委員長の詳細なご報告をご覧ください。
　費用の面でも、組合員の直接の負担を軽減
するべく、24～25年度の２期にわたり、引当金
を積み、準備してきました。
　私の担当した記念誌については、編集後記
に書きましたが、100冊の議事録ファイルなどを
読み解くのに苦労しました。

　年代順に記録として整理
し、後年の人が読んだら、
当時を理解してもらえるよう
に書いたつもりです。
　ご来賓のお祝辞、組合

関係者の方々に、原稿をお書きいただき、立場により50周
年を祝うお気持ちを表していただきました。
　お祝辞には、設立当初からの組合との関わりなどを記し
ていただき、嬉しく拝読いたしました。
　今回の創立50周年記念事業をすべて、成功裡に終了で
きましたのは、桑原実行委員長始め、組合役員、実行委員、
組合員の方々の積極的なご協力の賜物と、改めて心から
感謝申し上げます。
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組
合
の
動
き
（
抜
粋
）

　

７
月
２
日　

 

正
副
理
事
長
会

　
　
　

４
日　

 

理
事
会
　
県
酒
販
の
件

　
　
　
８
日
　	

環
境
委
員
会
　
花
苗
植
栽
10
名

　
　
　
　
　
　

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル
）36
名

　
　
　
　
　
　

 

団
体
中
央
会
支
部
長
会（
小
諸
市
）　
理
事
長

　
　
　

14
日　

 

座
談
会
メ
ン
バ
ー
打
合
せ
　
理
事
長
・
桑
原
茂
実
・
石
森

        　

 　
　
　

 

義
久
・
田
邉
寛
樹
・
若
林
順
平
・
丸
山
良
治
・
堀
部
俊
行

　
　
　

15
日　

 

問
屋
町
会　

15
名　

記
念
誌
編
集
委
員
会

　
　
　

23
日　

 

中
金
会
役
員
会（
千
曲
市
）

　
　
　

29
日　

 

十
日
会
生
ビ
ー
ル
会（
さ
さ
や
）16
名

　
　
　

30
日　

 

事
務
主
任
者
会（
埼
玉
）　
金
井

　

８
月
４
日　

 

事
業
委
員
会　

大
感
謝
祭
に
つ
い
て　

６
名

　
　
　
　
　
　

 

田
辺
印
刷
　
牧
野
氏
と
記
念
誌
編
集
の
打
合
せ

　
　
　

５
日　

 

正
副
理
事
長
会

　
　
　

６
日　

 

理
事
会　

50
周
年
記
念
事
業
の
予
算

　
　
　

８
日　

 

式
典
・
祝
賀
会
担
当
会
議　

ヘ
リ
で
の
航
空
写
真
撮
影

　
　
　

20
日　

 

記
念
誌
掲
載
の「
座
談
会
」　

小
会
議
室　
　

　
　
　

28
日　

 

記
念
誌
編
集
委
員
会

　

９
月
１
日　

 

正
副
理
事
長
会　

初
期
消
火
訓
練（
雨
で
延
期
12
日
に
）

　
　
　
　
　
　

 

秋
和
自
治
会
役
員
と
の
懇
談
会

　
　
　

３
日　

 

厚
生
年
金
基
金
資
産
運
用
委
員
会（
松
本
市
）　

高
橋
・
金
井

　
　
　

４
日
～
５
日　

商
団
連
　
卸
団
地
職
員
研
修
会（
東
京
）　

金
井

　
　
　

５
日　

 

卸
団
地
ま
つ
り
ス
タ
ッ
フ
全
体
会
議　

17
名

　
　
　
　
　
　

 

航
空
写
真
D
V
D	

編
集

　
　
　

９
日　

 

理
事
会　

総
会
議
案

　
　
　
　
　
　

 

問
屋
町
会
・
臨
時
総
会　

定
款
の
会
員
資
格
の
変
更

　
　
　

10
日　

 

県
酒
販
訪
問　

理
事
長

　
　
　
　
　
　

 

火
災
共
済
　
東
信
地
区
代
理
所
研
修
会（
佐
久
）　

金
井

　
　
　

11
日　

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議　

14
名

　
　
　
　
　
　

 

記
念
誌
編
集
委
員
会

　
　
　

12
日　

 

十
日
会　

健
康
セ
ミ
ナ
ー　

14
名

　
　
　
　
　
　

 

初
期
消
火
訓
練
　
約
40
名

　
　
　

16
日　

 

卸
団
地
ま
つ
り
出
店
者
説
明
会　

40
名

　
　
　

18
日　

 

記
念
誌
編
集
委
員
会

　
　
　

18
・
19
日　

大
感
謝
祭（
上
田
あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
）

　
　
　

21
日　

	

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

優
勝
・
ユ
ダ
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　

25
日　

	

年
金
基
金
理
事
会
・
代
議
員
会
・
県
卸
団
地
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　

 　

理
事
長
・
高
橋
・
石
森
・
金
井（
松
本
市
）

　
　
　

26
日　

 

団
地
内
一
斉
清
掃　

55
名

　
　
　

29
日　

 

記
念
誌
編
集
委
員
会

　

10
月
２
日　

 

式
典
打
合
せ（
さ
さ
や
）　

理
事
長
・
桑
原
・
田
中
・
金
井

　
　
　

５
日　

 

上
田
卸
団
地
ま
つ
り
　
約
３
０
０
０
名

　
　
　

14
日　

 

正
副
理
事
長
会　

理
事
会　

式
典
打
合
せ

　
　
　

17
日　

 

記
念
式
典
・
祝
賀
会（
さ
さ
や
）　

来
賓
共
90
名

　
　
　

21
日　

 

秋
季
健
康
診
断
　
55
名

　
　
　

28
日　

 
 

50
周
年
記
念
事
業
　
慰
労
会（
香
青
軒
）　

20
名　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
会
議
な
ど
の
出
席
状
況
）

事業報告
男子優勝　宮崎　義裕（㈱新村）
　準優勝　太田　節（㈱丸水長野県水）
女子優勝　長谷川　澪（長野県連合青果㈱）
　準優勝　飯島　洋子（卸組合）

例年9月1日に行っている、地元秋和自治
会の役員様との懇談会では、情報交換を綿
密に行いました。

ボウリング大会　

秋和自治会との懇談会　

７月８日㈫　36名参加　上田プラザボウル

９月１日㈪　２階会議室　

上田あきんどホール

７月～10月

「メタボ対策の食事ノウハウ」と題し、
管理栄養士の小澤先生によるユーモア
溢れる講演に、参加者も理解を深めま
した。

十日会健康セミナー　
９月12日㈮　14名参加　１階会議室　

上田市消防団第８分団のご協力を得て、燃
え上がる炎を消火器で一気に消す訓練や、
消火栓からの放水訓練を行いました。

初期消火訓練　
９月12日㈮　40名参加　第５駐車場

優　勝　ユダAチーム
準優勝　新村チーム

ソフトボール大会

９月21日㈰　
５チーム　83名参加

真田運動公園

毎年、春、秋２回の一斉清
掃で綺麗な卸団地にしよう
と、組合員全員で一生懸命
に清掃活動を行いました。

秋の一斉清掃
９月26日㈮　55名参加

お取引先小売業者様中心に、普段からの感謝
の気持ちを込め、大抽選会を開催しました。

大感謝祭　
９月18日㈭・19日㈮　来場者177名

マリーゴールド・
ブルーサルビア満開

秋の花壇

環境委員の皆様、散水・草取り、
大変ご苦労様でした。


